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1. はじめに 

 情報教育の現場では学習者相互の教えあいや

学あいが重要であるということが知られている。

筆者らの所属する大学では、授業を担当する教

員のほかに、学部学生の上級生有志による

Student Assistant(SA)を授業クラスごとに配置

して、教員と SA の連携による教育・学習指導体

制を制度化・組織化する取り組みを行っている。

筆者は学生の立場からこの SA のまとめ役を担い、

SA の活動内容を Web 上で報告させる日報システ

ムの開発と運用を行った。この日報システムは、

SA が各自の取り組み事例を報告し合い、互いに

参考とすることで、SA としての活動内容の改善

を図るということを目的としたものである。本

稿では、このシステムのコンセプトと実装内容

について示す。また、その運用を経て得られた

知見をもとに考察を述べる。 

 

2. 目的 

 本研究は、SA との連携による教育・学習体制

を充実化させるために、SA 活動を支援する情報

システムの開発と運用を行うことを目的とする。 

SA という存在は、履修者の学生にとっては、教

員よりも近い同じ学生という立場であることか

ら、より親しみやすく質問を発しやすい相手で

ある。また SA は、その授業の内容を近い過去に

学んだ者であり、まだ新鮮な学習体験を持って

いるため、場合によっては教員よりも実際的な

学習支援を行うことができる。筆者らの所属す

る大学では、こうした SA の活用と質の向上が重

要なテーマとなっており、SA と教員の間、SA と

SA の間での様々なコミュニケーションを支援す

る情報システムの導入が求められていた。なお、

こうしたシステムの開発と運用は、その開発当

初の段階においては、大学の公式的なシステム

として実現するよりも、SA たち内部からの自発

的な活動として実現することのほうが望ましく、 

 

 

その開発と運用のプロセスで、SA の横連携が促

されることになると考えられた[1]。そこで、本

稿主著者は、一人の SA 学生の立場から、こうし

た一連の情報システムの開発を行うこととした。 

 

3. 開発したシステム 

3.1 SA を配属する機能 

 SA 内には、有志による SA の取りまとめ役であ

る sa-entry と呼ばれる組織があり、SA の採用を

希望する授業クラスの担当教員からの要請のも

とに、学生からの SA 応募を受け付け、その両者

をマッチングして、授業クラスに SA を配属させ

る業務を行っている[2]。本研究では、こうした

やりとりを Web を通じて受け付ける形で業務を

支援するために、TA/SA Form と名づけるシステ

ムを開発し、SA 活動を支援する上での、最初の

入り口として位置づけた。SA は TA/SA Form にユ

ーザ登録をし、SA の応募（図 1 SA 担当希望科

目選択画面）から日報の作成まで、TA/SA Form

を通じて行う。 

 
図 1 SA 担当希望科目選択画面 

 

3.2 SA 日報を作成する機能 

 筆者の所属する大学では、授業毎に、SA 活動

の具体的な内容の報告と、学生の細かな変化や、

雰囲気などに対する気付きを日報として提出さ

せている。筆者はこうした日報を Web を通じて

記述して、関係者間で共有するシステムを開発

した。図 2 は実際に日報を作成するための入力

画面である。 
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図 2 SA 日報データ入力画面 

 

3.3 SA 日報を検索する機能 

 SA 日報は時系列で記録されるフロー情報であ

るので、SA 日報から具体的な授業テーマに応じ

た SA 業務のための知識を引き出すためには、そ

の日報を検索する機能が必要とされた。そこで、

授業テーマのキーワードを用いて日報内を全文

検索する機能と、SA 関係者が編纂するオントロ

ジー情報をもとに、日報内の意味的な検索を可

能とする機能を開発した[3]。"Excel"と検索し

た例を図 3 に示す、図 3 は Excel と関連性の高

い日報が順に表示されている。 

 
図 3 SA 日報の検索結果一覧の画面 

 

4. 運用を通じた評価 

 2010 年 10 月より、大学内に本システムを運用

する Web サーバーを設置した。TA/SA Form を通

じて、情報関係科目を担当する SA の 21 名（1 年

生 3 名、2 年生 8 名、3 年生 3 名、4 年生 7 名）

の登録がなされ利用が開始された。これまでに

延べ 107 件の日報が登録されている。 

本システムを利用している SA（4 年生：SA 経

験 2 年）へヒアリングを行ったところ次のよう

な意見が得られた。 

 「前回までに日報として蓄積した情報を、

SA 担当時間内においても参照することがで

き、非常に便利である。」 

 「自分の過去の日報を参照することで、担

当クラスの授業内容の進捗状況を確認した

り、その中での自分の気付きについて思い

起こしたりすることができるようになっ

た。」 

と言う回答を得られた。これにより、短期的

な効果として、本システムを通じ、日報を電子

化したことで参照性が向上されたことが確かめ

られたと言える。また、過去蓄積されてきた紙

媒体の日報は閲覧性が低く、日報を管理する担

当者によると実際に参照される機会も少なかっ

た。しかし、本システムを通じ実際に日報を参

照し、知識の再確認を行う学生が現れたことは、

日報への意識が、「規則の上で書かされていた

物」から、「自らの活動・知識を記述する報告

書」への意識変化に繋がると期待できるものと

考えられる。 

 

5. まとめ 
 本稿では、SA における SA 組織の質を改善させ

るため、個人の日報データを電子化し、組織内

で共有するという方法を提案し、共有方法とし

ての検索システムの開発について述べた。また、

この実装を筆者の所属する大学での SA 組織に適

用いた事例を示して、実際に効果があることを

明らかにした。ヒアリングの結果得られた回答

から、データの蓄積度合いや、ユーザ辞書の拡

張などの、利用内容の充実に応じた効果の高ま

りが期待できるものと考えられる。本システム

のより長期間での運用を行うことを通じて、SA

活動の改善、教育・学習の改善に効果の度合い、

検索システムの有用性についての検証をするこ

とが今後の課題である。 
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